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４

前
項
第
四
号
に
規
定
す
る
「
追
記
情
報
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
事
項
の
う
ち
、
会
計
監
査
人
の

判
断
に
関
し
て
説
明
を
付
す
必
要
が
あ
る
事
項
又
は
財
務
諸
表
の
内
容
の
う
ち
強
調
す
る
必
要
が
あ
る
事
項
と
す

る
。

一

正
当
な
理
由
に
よ
る
会
計
方
針
の
変
更

二

重
要
な
偶
発
事
象

三

重
要
な
後
発
事
象

第
十
六
条
中
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
の
三
中
「
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
の
二
」
を
「
第
三
十
条
第
二
項
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
（
見
出
し
を
含
む
。）及
び
第
十
九
条
中
「
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
八
条
」
に
改
め
、
第
十

九
条
の
二
を
第
十
九
条
の
四
と
し
、
第
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
内
部
組
織
）

第
十
九
条
の
二

機
構
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
一
号
に
規
定
す
る
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
当
該

中
期
目
標
管
理
法
人
の
内
部
組
織
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
現
に
存
す
る
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内

部
組
織
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
現
内
部
組
織
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
再
就
職

者
（
離
職
後
二
年
を
経
過
し
た
者
を
除
く
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
と

す
る
。

２

直
近
七
年
間
に
存
し
、
又
は
存
し
て
い
た
理
事
長
の
直
近
下
位
の
内
部
組
織
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
施
行
の
日
以
後
の
も
の
に
限
る
。）と
し
て
国
土
交
通

大
臣
が
定
め
る
も
の
で
あ
っ
て
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
在
職
し
て
い
た
も
の
が
行
っ
て
い
た
業
務
を
現
内

部
組
織
（
当
該
内
部
組
織
が
現
内
部
組
織
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
他
の
現
内
部
組
織
）
が
行
っ
て
い
る
場
合
に

お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
再
就
職
者
が
離
職
前
五
年
間
に
当
該
現
内
部
組
織
に
在
職
し
て

い
た
も
の
と
み
な
す
。

（
管
理
又
は
監
督
の
地
位
）

第
十
九
条
の
三

機
構
に
係
る
通
則
法
第
五
十
条
の
六
第
二
号
に
規
定
す
る
管
理
又
は
監
督
の
地
位
と
し
て
主
務
省

令
で
定
め
る
も
の
は
、
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条

第
六
号
に
規
定
す
る
職
員
が
就
い
て
い
る
官
職
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
四
条
中
「
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
法
施
行
令
」
を
「
令
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
国
土
交
通
省
関
係
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
十
五
条

国
土
交
通
省
関
係
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二

十
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
六
号
中
「
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
」に
、

「
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
が
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
が
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十

三
号
中
「
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
独
立
行
政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
」
を
「
国

立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
が
国
立
研
究
開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
法
」
に
改
め
、

同
条
第
二
十
四
号
中
「
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
が
行
う
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

法
」
を「
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
が
行
う
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
」

に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
と
な
る
独
立
行
政
法
人
の
業
務
実
績
等
報
告
書
に
係
る
経
過
措
置
）

第
三
条

改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
十
九
条

第
一
項
の
中
期
目
標
が
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
中
長
期
目
標

と
み
な
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
年
度
に

お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六

十
六
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
通
則
法
（
以
下
「
旧
通
則
法
」
と
い
う
。）」と
、「
第
三
十
五
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
」
と
、「
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二

号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
と
、「
通
則
法
第
三
十
五
条
の
四
第
二
項
第
二
号
か
ら
」
と
あ
る
の
は
「
旧
通
則
法
第
二

十
九
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
」
と
、「
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
期
間
に

お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
旧
通
則
法
」
と
す
る
。

一

国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
五
号
）
第
八
条
第
一

項
二

国
立
研
究
開
発
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
七
号
）
第

八
条
第
一
項

三

国
立
研
究
開
発
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
八
号
）
第

八
条
第
一
項

四

国
立
研
究
開
発
法
人
電
子
航
法
研
究
所
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十
九
号
）
第
八
条

第
一
項

（
事
業
報
告
書
の
作
成
に
係
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
は
、
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
に
開
始
す
る
事
業
年

度
に
係
る
事
業
報
告
書
か
ら
適
用
す
る
。

一

国
立
研
究
開
発
法
人
土
木
研
究
所
の
財
務
及
び
会
計
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
十

四
号
）
第
九
条
第
三
項

二

国
立
研
究
開
発
法
人
建
築
研
究
所
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
三
項

三

独
立
行
政
法
人
交
通
安
全
環
境
研
究
所
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
三
項

四

国
立
研
究
開
発
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
に
関
す
る
省
令
第
十
五
条
第
三
項

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
と
な
る
独
立
行
政
法
人
の
業
務
実
績
等
報
告
書
に
係
る
経
過
措
置
）

第
二
条

改
正
法
附
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
十
九
条

第
一
項
の
中
期
目
標
が
改
正
法
に
よ
る
改
正
後
の
独
立
行
政
法
人
通
則
法
第
二
十
九
条
第
一
項
の
中
期
目
標
と
み
な

さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規

定
中
「
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る

業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
独
立
行
政
法
人
通
則
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
六
号
）

に
よ
る
改
正
前
の
通
則
法
（
以
下
「
旧
通
則
法
」
と
い
う
。）」
と
、「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
に
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
十
九
条
第
二
項
第
三
号
に
」
と
、「
同
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
同
項
第
二
号
、
第
四
号

及
び
第
五
号
」
と
、「
結
果
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
結
果
（
当
該
項
目
が
旧
通
則
法
」
と
、「
期
間
に

お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
通
則
法
」
と
あ
る
の
は
「
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績
（
当
該
項
目
が
旧
通
則

法
」
と
す
る
。

一

独
立
行
政
法
人
交
通
安
全
環
境
研
究
所
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

二

独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練
所
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

三

独
立
行
政
法
人
海
技
教
育
機
構
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

四

独
立
行
政
法
人
航
空
大
学
校
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

五

自
動
車
検
査
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

六

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
関
す
る
省
令
第
七
条
の
二
第
一
項

七

独
立
行
政
法
人
国
際
観
光
振
興
機
構
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

八

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

九

独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

十

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
に
関
す
る
省
令
第
八
条
第
一
項

十
一

独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
・
債
務
返
済
機
構
に
関
す
る
省
令
第
七
条
の
二
第
一
項
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